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大阪大学豊中共創棟Bのご紹介

Introduction to the Toyonaka Co-Creation Building B
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はじめに
　近年、大阪大学は、様々な財源をもとにして、医
学部附属病院統合診療棟、大阪大学・日本財団感染
症センター（CiDER）、豊中共創棟など、新たな施
設整備を行っている。なかでも、本稿では、産学・
社学共創に関わりのある豊中共創棟 B について紹
介する。
　大阪大学がルーツとする適塾のように、学生や教
職員に加え、企業や地域社会といった多様な利用者
が集い交流できるコモンスペースと、分野横断的な
共同研究や革新的な研究開発を促進するオープンラ
ボスペースを備え、「共創」を生み出す拠点として
の活用を目指し、令和 7 年 3 月末に豊中共創棟 B
が竣工した。本施設は、本学の自己財源と文部科学
省国立大学法人施設整備費補助金（地域・産業界と
の共創環境形成促進事業）により整備されたもので
ある。
　隣接地には、豊中地区における文理融合教育研究
の中核拠点として、平成 25 年 3 月に竣工した豊中
共創棟 A がある。この施設は、オープンラボや講
義室等が整備された地上 7 階建、延床面積 7,373㎡
の教育研究棟であり、当初「文理融合型研究棟」と
して整備されたが、今回の B 棟増築に伴い A 棟と
名称を変更した。現在では、コアファシリティ機構、
世界最先端研究機構、インターナショナルカレッジ
ほかさまざまな部局等の教員・研究員が教育研究活
動を行っている。

　豊中共創棟 B は、大阪大学が強みを有する卓越
分野のさらなる発展に寄与するため、次の三つを柱
として整備された。第一は「新たなイノベーション
の創出」であり、研究成果を社会に還元することで、
未来社会を切り拓き、発展させていくことを目指し
ている。第二は「人材育成・研究交流の場の形成」
であり、未来を担う人材の育成とともに、国内外の
企業や研究機関との連携を推進する。第三は「産学
官連携・共創活動の拠点化」であり、社会課題の解
決につながる新たな技術やサービス、ビジネスモデ
ルを共創していくことである。建物は地上 7 階建、
延床面積 5,047㎡で、１・2 階をコモンスペース、3
階から 7 階をオープンラボスペースとして構成して
いる。
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共創スペースの特徴と運用
　1・2 階に配置したコモンスペースは、教育・学
生支援部学生・キャリア支援課と共創機構イノベー
ターズクラブが共同で運営し、学生、教職員と企業、
自治体、地域社会をつなぐオープンイノベーション
の場として活用されている。
　コモンスペースの特徴は大きく三つある。第一は

「オープン＆フレキシブルな空間」であり、ガラス
張りの開放感ある構成とし、仕切りのない広がりを
感じられる空間を提供している。第二は「さまざま
な用途に対応する運用」であり、予約可能なイベン
トスペースや、ゆっくりとくつろげるカフェスペー
スに加え、大人数のセミナーに対応できるレセプシ
ョンステップ、オンライン会議に活用できる個人ブ
ースなど、多様な活動に対応できる設備を整えてい
る。第三は、可動式の机・椅子や間仕切り、レイア
ウト変更に対応した AV 機器の設置による「利用人
数に応じた柔軟なレイアウト」である。さらに、床
面には電源コンセントを設け、Wi-Fi アクセスポイ
ントを整備することで、快適なワークスペースの実
現を図っている。
　まず、教育・学生支援部学生・キャリア支援課が
運用するスペースについて紹介する。1 階には「カ
フェスペース」と「レセプションステップ」を配置
している。カフェスペースは飲食が可能で、長時間
の学習や研究の合間に休憩をとる場として利用でき
る。1 人利用からグループ利用まで対応できる一人
掛けの椅子とテーブルを採用し、利用目的に沿った
フレキシブルかつ効率的な利用を可能としている。
レセプションステップは、学生や教職員による雑談
や、じっくりと思考を深める場として活用されてお
り、大型スクリーンを備えることで、プロジェクタ
ーを用いたオープントーク等のイベント開催にも対
応している。
　2 階は、パブリックスペース、プレゼンテーショ
ンスペース、イノベーターズクラブ用スペースから
構成され、打合せや対話のための空間となっている。
プロジェクターによる資料投影が可能で、三つのス
ペースを一体的に用いてセミナー形式で利用するこ
ともできるほか、それぞれに独立したスクリーンを
備え、少人数での打合せやミーティングにも対応し
ている。これらのスペースは、本学の教職員・学生
であれば、予約システムを通じて利用することがで

きる。
　その他に、個人での学習を目的としたプライベー
トスペースを設けている。外が見える席とブース席
を配置し、周囲の視線を気にせず集中して作業に取
り組めるよう配慮している。これに隣接して、フル
クローズ型の 1 人用個別ブースを二つ設置してお
り、Web 面談やオンライン会議を落ち着いた環境
で行うことが可能である。このうち一つは、車いす
利用に対応した仕様としている。さらに、ソーシャ
ルスペースは、ゆったりと対話をしたり、待ち合わ
せをしたり、多人数で集まることもできるフリース
ペースとして整備している。
　次に、共創機構イノベーターズクラブが運用する
スペースについて紹介する。大阪大学イノベーター
ズクラブは、イノベーション、新規事業、スタート
アップ、学生起業等に関心をもつ人々が集うコミュ
ニティとして、2017 年 10 月 1 日に設立された。イ
ノベーティブな自主活動を支援する「イノベーター
ズスクワッド」をメインプログラムとし、イノベー
ションを基礎から学ぶトレーニングや、メンバー向
けサロン等も提供している。キャリア志向にかかわ
らず、「社会に新しい価値を生み出すこと」に関心
のある学生・大学院生・若手研究者であれば、誰で
も参加できるコミュニティである。

１・２階コモンスペースのフロアー図
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　同クラブが管理・運営する活動スペースとして、
１階に工作スペースを配置している。ガラス張りの
室内には 3D プリンターを 2 台設置し、簡単な電子
工作による試作が可能な環境を整備している。今後
は、デジタルファブリケーションのための最新設備
の導入も予定している。本スペースを活用し、専門
家による指導教室を毎月開催するとともに、学生チ
ューターによるサポート体制の充実を図る予定であ
る。
　なお、2 階のパブリックスペース等のエリアは、
学生・キャリア支援課とイノベーターズクラブとの
共同運用としており、キャリアセミナーや講演会と
いった公式イベントに加え、学生団体同士のミーテ
ィング、自治体とのコラボレーションイベント、起
業相談やキャリア相談など、学生の挑戦を応援する
多様な機会を提供する場として活用されている。
　
オープンラボスペース
　3 階から 7 階にかけて配置したオープンラボスペ
ースには、各フロアに実験ラボ 3 室、研究ラボ 3
室の計 6 室を設置している。分野横断的な共同研究
や新たな発想に基づく研究開発を促進する場として
整備され、国内外の企業や研究機関との連携を強化
し、社会実装を加速させるオープンイノベーション
拠点としての役割を担っている。
　オープンラボスペースには、ラボ室に加え、各フ
ロアに会議室と交流ラウンジを一室ずつ設けている。
五つの会議室はいずれも仕様が異なり、7 階の会議
室は重要な会議や打合せに特化した空間として、研
究活動における重要な場面に対応するために整備さ
れている。3 階から 6 階の会議室は、用途に応じて
机の配置変更が可能で、大人数での会議や研修、少
人数でのグループワークなど、多様な利用形態に対
応している。
　交流ラウンジは、開放感のあるくつろぎとインス
ピレーションの空間を提供している。大きな窓から
差し込む自然光と、明るい色合いのインテリア、ゆ
ったりと配置したソファやテーブルにより、穏やか
でリラックスできる雰囲気を演出している。

ZEB認証と環境配慮
　本学では、2021 年 2 月に制定した「大阪大学エ
ネルギーマネジメント中期目標・基本方針」に基づ

き、国内の大学に先駆けて、新築建物は原則として
「ZEB Ready」とすることを定め、カーボンニュー
トラルの実現に向けた ZEB 化を推進している。
ZEB（Net Zero Energy Building）とは、快適な室
内環境を維持しつつ、省エネルギーと創エネルギー
を組み合わせ、一次エネルギーの年間消費量の収支
をゼロとすることを目指した建築物を指す。ZEB
にはエネルギー削減量等に応じて四つの区分があり、

「ZEB Ready」は、再生可能エネルギーを用いずに
一次エネルギー消費量を 50％以上削減する水準で
ある。
　近年、本学で設計・建築した施設には、国立大学
初の新築 ZEB Ready 研究棟である MA-T 共創セン
ター（杏の杜、2022 年竣工）や、国立大学初の延
床面積 1 万㎡超の新築 ZEB Ready 研究棟である大
阪大学・日本財団感染症センター（CiDER、2025
年竣工）をはじめ、五つの施設で ZEB 認証（相当
を含む）を取得している。

　その中で、豊中共創棟 B では、複層ガラスの採
用により建物の高断熱化を図るとともに、エネルギ
ー消費効率の高いビル用マルチエアコンや、CO₂ セ
ンサーにより在室人数に応じた換気風量制御を行う
全熱交換器を導入することで、空気調和設備では基
準一次エネルギー消費量の 59％削減を実現してい
る。さらに、LED 照明に加え、人感センサーによ
る制御や、周囲の明るさに応じた調光制御を導入す
ることで、照明設備では基準一次エネルギー消費量

オープンラボスペースのフロアー図
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の 67％削減を実現し、建物トータルでは基準一次
エネルギー消費量の 52％削減を達成している。
　なお、豊中共創棟 B は既存の豊中共創棟 A と渡
り廊下で接続されており、建築基準法上は既存棟と
合わせて一棟として扱われる。建築物省エネ法に基
づく適合判定についても同様の考え方が適用される
ため、ZEB 評価は既存棟と新棟を合わせたエネル
ギー消費量に基づいて行われている。その結果、全
体としては ZEB Ready 認証の取得には至っていな
いが、新棟部分（豊中共創棟 B）のみを対象とした
場合には、ZEB Ready の基準を満たしているとの
評価を受けていることから「ZEB Ready 相当」と
して公表している。

　

おわりに
　本稿では、昨年竣工した豊中共創棟 B について、
施設担当の立場から紹介した。本学の豊中・吹田両
キャンパスには、1960 年代後半から 1970 年代前半
にかけて建設された建物が数多く存在し、その多く
がすでに築 50 ～ 60 年を経過している。これらの
建物は、今後 20 年程度の比較的近い将来に、大規
模改修や改築、あるいは建替えを必要とする時期を
迎えることになる。
　構造体そのものは 80 年程度の耐用が見込まれる
場合もあるが、その空間で最先端の教育研究を継続
的に展開できるかどうかは、別の課題である。今後
は、さまざまな財源を活用した老朽化への対応に加
え、教育研究や社会連携のあり方の変化を踏まえた
施設整備が、これまで以上に重要となっている。


